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研究目的研究目的

目的目的

TAHTAH--MapMapシステムの構築システムの構築

・・““ひとひと”“”“ものもの””さらにはさらには““社会システム社会システム””を成長させる手法を探るを成長させる手法を探る。。

・・ユーザーによる事故・ヒヤリハットマップの構築により、安全安心な社会システムの持続的成長を図るユーザーによる事故・ヒヤリハットマップの構築により、安全安心な社会システムの持続的成長を図る。。

・・リユース・リビルト部品の利用促進や適切な整備でリユース・リビルト部品の利用促進や適切な整備で““ものもの””の成長を通して、エコユーザーを育成するの成長を通して、エコユーザーを育成する。。

環境貢献ポイントの拡張を目指した環境貢献ポイントの拡張を目指した
自動車の使用体系の提案自動車の使用体系の提案

““成長成長““の概念の概念

“成長”の概念とは、製品の使用段階において、その時点での最新技術の導入による環境負荷の削減やリユー

ス部品の利用による製品の長寿命化などを検討することである。それを自動車を取り巻く社会システムに導入し、

高度化を図る。。

永田研究室永田研究室

永田研永田研 TAHTAH--MapMap

TAHTAH--Map Map データベースデータベース

自動車社会に関わる全ての人自動車社会に関わる全ての人

or or ExcelExcel紙紙紙紙

タクシー会社タクシー会社

各タクシードライバー各タクシードライバー

ドライバーだけでなく、自転車、歩行者も。ドライバーだけでなく、自転車、歩行者も。

危険箇所事例危険箇所事例

WEBWEBにてマップの閲覧が可能にてマップの閲覧が可能

事故・ヒヤリハット地点の共有事故・ヒヤリハット地点の共有

※※T.A.HT.A.H：：TrafficTraffic AccidentAccident HiyarihattoHiyarihatto

教育機関教育機関

地元の危険地元の危険

箇所を調査箇所を調査

事故・ヒヤリハット情報・画像事故・ヒヤリハット情報・画像

事例の事例の

継続的収集継続的収集

高速高架下高速高架下

狭路の十字狭路の十字路路

踏み切り踏み切り

商店街路商店街路

登坂路登坂路

ロータリーロータリー

高速高架下高速高架下

狭路の十字狭路の十字路路

踏み切り踏み切り

商店街路商店街路

登坂路登坂路

ロータリーロータリー

順次追加順次追加 改善案改善案

地方自治体

警察

危険箇所危険箇所事例事例と改善案を提案と改善案を提案

地図上で危険箇所を探す。

全国展開全国展開

対応策を施行する。

活用シーン活用シーン

・技術革新を使用段階で導入
・製品の長寿命化
・事故・ヒヤリハットマップの作成公開
・リユース・リビルト部品の利用促進
・自動車リサイクルシステムの高度化

“成長”

成長型地域システム
の構築

“成長”概念
導入前

“成長”概念
導入前

“成長”概念
導入後

“成長”概念
導入後

現在使用製品

長期使用化が

可能となる。

使用過程でも

時代に適合した
性能を発揮させる。

新製品

（新技術適用）

製品自体は使用可能 だが最新のものと交換

従来のもの
づくり：作っ
たときに最
高の性能、
あとは劣化
するだけ。

“成長”手法1

EV・FCV化などの
最新技術導入

“成長”手法3

エコドライブによる
環境負荷削減

“成長”手法2

メンテナンスによる
部品の長寿命化

“成長”手法6 

事故・ヒヤリハットマップ

システムによる事故防止

“成長”手法5

リサイクルの高度化による
資源の有効活用の提案

“成長”手法4

リユース・リビルト部品

の利用促進

“もの”の“成長”

“ひと”の“成長” “社会システム”の“成長”
自動車の使用体系

そのものが成長する。

収集事例の増加と事故ヒヤリハット事例の体系化を目指すために，道路形状による分類方法を検討した収集事例の増加と事故ヒヤリハット事例の体系化を目指すために，道路形状による分類方法を検討した。。

道路形状による分類のうち道路形状による分類のうち、、その他特殊形状と分類された道路で他の類似地点に改善案が応用できるものにつその他特殊形状と分類された道路で他の類似地点に改善案が応用できるものにつ

いて道路形状や原因や改善案を検討しいて道路形状や原因や改善案を検討し、、体系化とした。体系化とした。
GooglemapGooglemapをフォーマットとしたをフォーマットとしたTAHTAH--MapMapの作成公開について検討したの作成公開について検討した。。

新品部品製造時と比較したリビルト部品の新品部品製造時と比較したリビルト部品のCO2CO2削減効果を算出可能とした。削減効果を算出可能とした。

適切なメンテナンスをすることによる適切なメンテナンスをすることによるCO2CO2削減効果の実験を行った。削減効果の実験を行った。

結結 論論

リユースリユース・・リビルト部品リビルト部品

環境負荷環境負荷DBDB
自動車リサイクル部品自動車リサイクル部品

販売団体協議会販売団体協議会

JAPRA JAPRA 

NGP NGP 

グリーンポイントシステムグリーンポイントシステム

グリーンポイントクラブグリーンポイントクラブ

大型部品大型部品

販売団体販売団体 環境貢献ポイント環境貢献ポイント

算出ソフト算出ソフト

リユースリユース・・リビルト部品ユーザーリビルト部品ユーザーリユースリユース・・リビルト部品ユーザーリビルト部品ユーザー

全全483483部品マスタ部品マスタ
車両マスタ車両マスタ

部品ごとの部品ごとの
COCO２削減量データ２削減量データ

部品ごとの部品ごとの
COCO２削減量データ２削減量データ

販売部品データに販売部品データに

ポイントを付与ポイントを付与
販売部品データに販売部品データに

ポイントを付与ポイントを付与

利用した部品ごとに利用した部品ごとに
グリーンポイントを付加グリーンポイントを付加

利用した部品ごとに利用した部品ごとに
グリーンポイントを付加グリーンポイントを付加

自動車の解体計測を自動車の解体計測を

継続して行い、継続して行い、

データを更新データを更新

自動車の解体計測を自動車の解体計測を

継続して行い、継続して行い、

データを更新データを更新

部品ユーザーにポイントを付与することで、更なる利用促進を目指す。

永田研究室永田研究室

マスタの統一

株式会社早稲田環境研究所株式会社早稲田環境研究所

保険会社保険会社

国国

成長の概念図成長の概念図

自動車に係わる自動車に係わる

ひと、もの、社会システムひと、もの、社会システムの“成長”の“成長”

ひとの成長ひとの成長

ものの成長ものの成長 社会システムの成長社会システムの成長

エコドライブのエコドライブの
実践促進実践促進

リユース部品リユース部品
の利用促進の利用促進

リサイクルのリサイクルの
高度化高度化

ヒヤリマップシステムヒヤリマップシステム
による事故防止による事故防止

成長概念導入成長概念導入
の具体例の具体例

製品の長寿命化から使用体系の成長へ製品の長寿命化から使用体系の成長へ

公開と事例の運用について公開と事例の運用について

サステナブルユーザー育成を目指すサステナブルユーザー育成を目指す


